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地域生活支援サービス「メープルリーフ」            第２５６号  令和６年９月 

特定非営利活動法人ひだまり                                  

 理事長 平井 紳一                   

メープルリーフ担当 高柳 

所在地 ： 〒263 - 0005 稲毛区長沼町 32 番地   

Tel ： 043 – 258 - 8604  Fax ： 043 – 310 – 5061 

E-mail ： mapleleaf@almond.ocn.ne.jp（添付文書ＯＫ） 

＊NPO ひだまりホームページ https://www.hidamari.or.jp 

 

 

ＪＲなどの大規模な計画運休に伴い、８月１６日の支援についてはキャンセルと

させていただきましたが、皆様のご協力本当にありがとうございました。 

遠くから通勤しているスタッフが多いため、公共交通機関の休止に伴う支援の

キャンセルは今後もお願いせざるを得ません。ご理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

さて、３５度以上の猛暑は収まったものの、真夏日以上の気温はまだまだ続く予報

が出ております。 

９月も、支援の際には熱中症対策を一番に考えて、支援を行います。 

熱帯夜が続く見込みもまだまだ続いていますので、ご家庭での適切なエアコン利用

も続けていただくようにお願いします。 

 

 

☆  １０月の予定・予約表の締め切りに関して 

１０ 月 予 約 表 締 め 切 り 

９ 月 １ ５ 日 （ 日 ） １ ７ ： ０ ０ 

※ 締め切りまでに予約が間に合わない場合には、必ずご一報ください。 

※ 通所施設等の行事や退園時間変更等のスケジュールを、メープルリーフは

把握しておりません。お手数ですが、毎月、隔月等に関わらず、利用希望を

連絡いただくようお願いします。 

 

※ 予約締め切りは毎月１５日です。予約表がお手元に届かないなどのご連絡をいただく

ことがありますが、FAX のほか、メールや電話でも希望を受けていますので、まずは

ご連絡をお願いします。 

 

※ 事務作業の都合で、予約返事が９月２６日になる見込みです。ご了承ください。 

 

 

メープルつうしん 
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☆ 千葉市内在住の方へ  

一部対象者の方に対して、先月より「千葉市内在住の障害福祉サービス受給者証を

取得している方の実態調査の実施について」というアンケートが市より送付されて

います。 

これは、令和６年度に国より地域にお住いの知的障害を持たれた方の実態を

把握せよという通達があったのと、地域における相談支援の中核的な役割を担う

機関として千葉市から様々な法人が委託されて運営されている障害者基幹相談支援

センターにその集約された情報を共有することで地域の課題を抽出し、どんな備え

が必要かを把握するためのものです。 

各区の障害者基幹相談支援センターは、千葉市自立支援協議会の担い手でもあり、

メープルリーフも運営管理者の高柳がこのアンケート作成に協力をしております。 

様々なご不安にこのつうしんだけでお答えするのは難しいのですが、皆様の率直

な思いを千葉市に届ける大事な機会となります。 

今回、対象として送付された家庭に置きましては、是非、アンケートにご協力くだ

さるようお願いいたします。 

 

☆ 広域災害時のメープルリーフの基本的な対応方針 

※ 広域災害とは、千葉市内にて震度５以上が観測、もしくは千葉県において同様の地震

が起き、二次災害が起きた場合を想定しております。 

○ 地震発生後の情報収集について 

原則ひだまり事務所（TEL：043-258-8604）で情報収集を行います。 

なお、全てのスタッフには情報収集・電話等で連絡がとりあえない規模の災害発生

時には、支援を直ちに終了し、最寄りの避難場所へ向かうよう指示しています。 

○ 広域災害発生時の施設等へのお迎えについて 

支援開始前に災害が起きた場合は、原則支援をキャンセルさせていただき、お迎え

は行いません。 

この際、個別に支援キャンセルの連絡は致しません。 

○ 支援中の災害発生について 

基本的な対応方針は以下の通りとし、場所、ケースによって個別対応を行います。 

◇ 千葉市近郊での支援時 

支援開始直後など、ご家族が自宅におられることがわかっている時は、すぐに

お送りし、支援をキャンセルさせていただきます。 

そうでない場合には、徒歩等でひだまり事務所に向かい、安全確認や連絡が

取れるまで待機します。 

◇ 遠隔地での支援時 

まず現地の誘導にしたがって避難し、利用者、支援者双方の安全確保を第一に

行うように指示しております。 

安全確保が済んでから事務所に連絡を行うように、合わせて指示しているため、安

否確認は日が変わることも想定されます。 


